
�愛媛県告示第１６９３号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第

１１０号。以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく

特定施設の設置の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県庁及び重

信町役場において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

愛媛大学

松山市道後樋又１０番１３号

学長 鮎川 恭三

２ 事業場の名称及び所在地

愛媛大学医学部

温泉郡重信町大字志津川

３ 特定施設に関する事項

� ちゅう房施設

� 洗浄施設
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告 示

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令
第１８８号。以下「政令」という。）別
表第１第６８号の２ イちゅう房施設

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり９００食処理

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 着手後１日

使用開始の予定年月日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 ５時～２１時

特定施設の１日当たりの使
用時間 １６時間

特定施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ６．０～８．０

る汚水等の

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ２５０

全窒素（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２０

最大 １２０

全りん（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム
）

通常 １６

最大 １６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９．９

最大 ９．９

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６８号の２ ロ洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力
容量１００リットル×６基
容量１１０リットル×６基
容量１６０リットル×１基

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 平成１５年３月２８日

使用開始の予定年月日 平成１５年７月１日

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ３～１１

最大 １～１４

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ２５０

全窒素（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２０

最大 １２０

全りん（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム
）

通常 １６

最大 １６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９．９

最大 ９．９
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� 入浴施設

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� 薬品排水処理施設

� 屎尿処理施設

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６８号の２ ハ入浴施設

特 定 施 設 の 能 力 容量１０５リットル×１２基
容量１５５リットル×５基

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 平成１５年３月２８日

使用開始の予定年月日 平成１５年７月１日

特定施設の使用時間間隔 １３時～２１時

特定施設の１日当たりの使
用時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ６．０～８．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ２５０

全窒素（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２０

最大 １２０

全りん（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム
）

通常 １６

最大 １６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３．１

最大 ３．１

設 置 年 月 日 昭和５０年７月２日

処 理 施 設 の 種 類 薬品排水処理施設

処 理 施 設 の 型 式 接触酸化方式

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦５３．５メートル 横８．６５メートル
高さ８．６メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり６００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 接触酸化＋凝集沈殿＋砂ろ過

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ３～１１

最大 １～１４

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２００

通常 １０

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ２５０

通常 １０

最大 １０

全窒素（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２０

最大 １２０

通常 ２０

最大 ２０

全りん（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム
）

通常 １６

最大 １６

通常 ２

最大 ２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６００

最大 ６００

通常 ６００

最大 ６００

設 置 年 月 日 昭和５０年３月３１日

処 理 施 設 の 種 類 屎尿処理施設

処 理 施 設 の 型 式 標準活性汚泥方式

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦６０．５メートル 横２３．０５メートル
高さ８．９メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり１，６００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 活性汚泥＋凝集沈殿＋砂ろ過

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２００

通常 １０

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ２５０

通常 １０

最大 １０

全窒素（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２０

最大 １２０

通常 ２０

最大 ２０
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５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び

最大の値並びに汚水等の１日当たりの量

�１排水口

�������
�愛媛県告示第１６９４号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第４８条第１項の規定

により、川内町南方土地改良区から認可申請のあった新たな

土地改良事業（県単独補助土地改良事業（かんがい排水）・

竹之鼻地区）の施行を平成１４年１０月１０日認可した。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第１６９５号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第４８条第１項の規定

により、川内町北方土地改良区から認可申請のあった新たな

土地改良事業（県単独補助土地改良事業（かんがい排水）・

旦ノ上地区）の施行を平成１４年１０月１０日認可した。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第１６９６号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の

規定により、上浦町から協議のあった町営土地改良事業（県

単独補助土地改良事業（農道）・新田町地区）の施行に平成

１４年１０月１０日同意した。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第１６９７号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の

規定により、美川村から協議のあった村営土地改良事業（県

単独補助土地改良事業（農道）・宮成三岩地区）の施行に平

成１４年１０月１０日同意した。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第１６９８号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２６条の２第２項の規定

により、次のように保安林の指定を解除する。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 解除に係る保安林の所在場所

宇摩郡土居町大字浦山字市田畑乙１７６の８（次の図に示

す部分に限る。）、乙１７６の９から乙１７６の１１まで、字大

屋敷乙１９４の２、乙１９５の２から乙１９５の４まで、乙１９７

の２から乙１９７の４まで、乙２０１の２から乙２０１の４まで

２ 保安林として指定された目的

土砂の流出の防備

３ 解除の理由

道路用地とするため

（「次の図」は、省略し、その図面を愛媛県庁及び土居町

役場に備え置いて縦覧に供する。）

�愛媛県告示第１６９９号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、松山地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

全りん（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム
）

通常 １６

最大 １６

通常 ２

最大 ２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １，６００

最大 １，６００

通常 １，６００

最大 １，６００

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １０

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １０

全窒素（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２０

最大 ２０

全りん（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム
）

通常 ２

最大 ２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２，２００

最大 ２，２００

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

一 般 国 道 ４９４号
温泉郡川内町大字河之内字猪ノ谷乙１５４０番８から

同大字字上ガ市乙１５１３番１５まで

旧 ２１．０～１０１．５ ０．２３８

新 ２５．９～１０１．５ ０．２３８
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�愛媛県告示第１７００号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、松山地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７０１号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

平成１４年１０月２２日

愛媛県知事 加 戸 守 行

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

一 般 国 道 ４９４号
温泉郡川内町大字河之内字日高甲２７４１番５から

同大字字上ガ市乙１５１３番１５まで
平成１４年１０月２２日

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

松局伊土検（開）第３２号

平成１４年１０月８日
伊予郡砥部町原町１１９番４

松山市松江町５番３８号
川 崎 真 人

平成１４年１０月２２日 印刷
平成１４年１０月２２日 発行

購読料（送料共） １箇月１，７５０円１２００

愛 媛 県 報平成１４年１０月２２日 第１４０１号


